
元
結

「
大
唐
中
興
頒
」

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

(
七
九

i
七
七
の
「
大
蔚
中
興
煩
」
は
、
安
史
の
乱

に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
盟
都
の
回
復
と
間
家
体
制
の
中
興
を
称
美
し
た

作
で
あ
り
、
顔
真
細
川
の
持
議
に
よ
る
活
渓
「
摩
崖
碑
」
と
し
て
名
高

い
の
こ
の
煩
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
そ
の
序
に
お
い
て
粛
宗
を
称

え
て
「
盛
徳
大
業
」
と
一
一
一
一
向
い
な
が
ら
、
一
方
で
は
「
歌
煩
大
業
(
大

業
を
歌
頒
す
ご
と
あ
り
、
辺
倒
徳
」
の
誇
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
、
こ
れ
を
春
駄
の
筆
法
で
あ
る
と
し
て
、
粛
宗
に
対
す
る
批
判

の
意
図
を
読
み
取
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
の
ま
た
、
こ
の
作
品
は

煩
、
す
な
わ
ち
盛
徳
を
称
え
る
も
の
で
あ
り
、
調
論
の
意
閣
が
こ
め

ら
れ
て
は
い
な
い
と
も
読
ま
れ
て
い
る
の

「
大
府
中
興
煩
」
が
制
作
さ
れ
た
上
元
二
年
(
七
六
一
)
八
月
は
、

問
京
が
問
愉
悦
さ
れ
た
一
色
徳
。
一
載
(
七
五
七
〉
か
ら
四
年
後
に
あ
た
る
。

こ
の
煩
が
の
回
復
を
こ
と
ほ
、
ぎ
、
そ
れ
を
成
し
得
た
粛
宗
の
盛

カロ

藤

敏

徳
と
大
業
を
称
え
る
こ
と
の
み
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
も
、
問
京
回
復
藍
後
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た

理
由
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
飼
ノ
の
末
九
匂
「
能
令
大
君
、
声
容
認
法
、
不
在
斯
文
。
榔

江
東
西
、
中
古
一
語
渓
、
石
屋
天
斉
。
可
磨
可
鱗
、
利
此
煩
駕
、
何

千
万
年
。
(
能
く
大
君
を
し
て
、
声
容
訟
法
た
ら
し
む
る
は
、
斯
の

文
に
在
ら
ぎ
ら
ん
や
の
湘
江
東
西
し
、
中
搭
渓
に
直
り
、
石
山
鹿
天
と

斉
し
。
謄
く
べ
く
鱗
る
べ
く
、
比
の
煩
を
刊
め
ば
、
何
ぞ
千
万
年
の

み
な
ら
ん
や
の
ど
は
、
明
ら
か
に
頒
文
を
対
象
化
す
る
視
点
か
ら
表

現
さ
れ
て
お
り
、
表
出
の
位
相
を
異
に
し
て
い
る
。
「
大
唐
中
興
頒
」

は
、
大
勝
六
年
(
七
七
一
)
六
月
、
一
苅
結
が
唐
を
定
め
た
潜
渓
の
摩

援
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
九
匂
は
お
そ
ら
く
そ
れ
に
際
し

の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ

そ
し
て
の
地
に
糾
問
さ
れ
た
の

(38) 
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こ
の
よ
う
に
解
釈
が
分
か
れ
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
問
題
点
を

な
「
大
唐
中
興
頒
」
は
、
元
結
の
文
学
に
お
け
る
楓
論
の
あ
り
方

を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、

元

結

の

翻

論

の

表

現

に

つ

い

て

考

察

し

、

を

め

ぐ

る
問
題
の
う
ち
、
そ
の
制
作
の

の
で
あ
る
。

つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
も

の
障
嵐
に
刻
さ
れ
た
叶
大
勝
中
興
鎖
」
は
、
次
の
よ
う
な
作

品
で
あ
る
の

安
禄
山
焔
格
陽
、
明
年
、

。
明
伴
、
皇
帝
移
軍
鳳
朔
。
其
年
復
南
京
、
上

県
選
京
師
。
於
戯
、
前
代
帝
王
有
感
徳
大
業
者
、
必
見
子
歌
舗
の

若
今
歌
煩
大
業
、
刻
之
金
石
、
非
老
於
文
学
、
其
誰
宜
為
。
煩
臼
、

(
天
宝
十
曲
年
、
安
禄
出
格
鴻
を
陥
れ
、
明
年
、
長
安
を
焔
る
。

天
子
燭
に
幸
し
、
太
子
霊
武
に
即
位
す
の
明
年
、
皇
情
軍
を
鳳

朔
に
移
す
。
其
の
年
間
京
を
復
し
、
上
皇
京
師
に
還
る
。
於
戯
、

前
代
の
帝
王
盛
徳
大
業
有
る
者
は
、
必
ず
歌
煩
に
晃
は
さ
る
。

今
大
業
を
歌
額
し
、
之
を
金
石
に
刻
す
る
が
ご
と
き
は
、
文
学

に
老
け
た
る
に
非
ず
ん
ば
、
其
れ
誰
か
宜
し
く
為
す
べ
け
ん
や
。

煩
に
臼
は
く
、
)

沢
流
子
孫

万
福
是
鰐

不
在
斯
文

中
産
活
渓
石
巌
天
斉

可

磨

可

鱗

科

比

煩

駕

何

千

万

年

上
元
二
年
私
八
月
撰
大
潜
六
年
夏
六
月
刻

穂
陸
ロ
前
朝
時
半
臣
姦
嬬
し
憶
を
為
し
妖
を
為
す

辺
将
兵
を
鰐
せ
留
経
を
毒
乱
し
群
生
寧
き
を
失
す

大
駕
南
巡
し
百
僚
身
を
箆
し
賊
を
奉
じ
て
庄
と
称
す

天
将
に
療
を
畠
ん
に
せ
ん
と
す
繋
れ
脱
な
る
我
が
皐
匹
馬

北
方
よ
り
す

後我
復郎1
指其
期東!呼

地
閥
天
間
開

盛
徳
之
興

曾
不
議
時

州
側
隣
祇
災

瓶
一
前
天
休

忠
烈
名
存

為
矯
為
妖

広
馬
北
方

戊
卒
前
駆

有
国
無
之

ニ
聖
重
歓

端
慶
大
来

(39) 



独
立
し
て
た
び
呼
べ
ば

我
が
部
批
(
れ
東
し
儲
患
戎
を
撫
し

復
た
復
す
る
こ
と
期
を
指
し
曾
て
時
を
途
え
ず

よ
り
之
無
し

ザ
}
広
H
仏

i
i
陪
勾
/
¥

作
]
向
調
、
す
ノ
一
日
¥
倒
的

+J
て

ね
バ
ド
弘

U
Jノ
日
汐

l
マ、

校
災
を
錨
除
し

て
歓
ぶ

瑞
慶
大
い
に
来
る

へ
た
り

じ

忠
烈
は
名
存
し

山
高
く
日
の

ご
と
く

J}濃
く徳
。〉

興
る

イレマ崎
、、

ら
ぎ
ら
ん
や

削
江
東
関
し

鰭
く
べ
く
鱗
る
べ
く

比
の
頒
を
内
め
ば

1it苔
!.71'? 

る

斯
の

びJ
み

で
あ
り
、

っ
て
い
る
。

がの
11寺
期
券

太

} 

、ー

し、

々
な
災
い
を
も
た
A

仁
り
し
て て

い
た
時
代
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
a

大
乱
の
背
後
に
国
権
を

弄
ぶ
者
た
ち
の
存
在
を
見
て
い
る
こ
と
に
注
話
さ
れ
る
。
第
二
、
三

段
は
、
粛
宗
が
人
々
を
糾
合
し
て
瞬
く
う
ち
に
両
京
を
回
復
し
た
こ

と
を
一
一
一
一
向
い
、
続
い
て
第
四
段
で
は
賞
罰
が
厳
正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を

称
え
る
お
螺
が
粛
宗
の
盛
徳
E
Y

」
大
業
を
称
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
一
一

段
ま
で
の
記
述
で
十
分
で
あ
る
と
も
判
断
さ
れ
る
が
、
適
正
な
賞
訴

を
称
え
る
九
匂
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
J

も
注
目
さ
れ
る
令
第
五
段

に
は
、
煩
を
活
渓
に
刻
む
こ
と
と
そ
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
る
。

李
建
J

嵐
氏
は
、
第
五
段
を
「
榔
江
東
西
」
以
降
の
六
匂
と
し
て
い

る
が
、
「
能
令
大
君
持
容
出
話
不
在
期
文
」
の
一
二
句
は
、
明
ら

か
に
そ
れ
以
前
の
煩
文
を
「
斯
文
」
と
し
て
対
象
化
す
る
視
点
に
立

っ
て
お
り
、
表
出
の
栂
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
や
は

り
来
九
勾
を
第
五
段
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
煩
に
は
粛
宗
を
批
判
す
る
こ
と
ば
は
見
あ

訴
に
対
す
る
批
判
を
読
み
取
る
解
釈
を
「
宋
人

の
上
に
立
っ
た
考
え
方
」
で
あ
る
と
し
て
過
け

特
に
議
宗
批
判
を
意
図
し
た
認
論
の
作
で
は

の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
の

っ。

(40) 

rr 

な
く
、ま
た

。〉

ニシ」

を

。〉

こ
と
に
つ
い
て
は

。〉



る
の
ま
し

こ
と
、
山
の
高
く
日
の
昇
る
が
ご
と
し
の
b

と
あ
っ
て
、

こ
と
を
煩
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
の
い
と
述
べ

両
氏
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
こ
の

こ
と
が
で
き
る
の

し

。コ
と

々
を
糾

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
一
般

て
い
る
こ
し
し
で
き
な
い
の

こ
と
に
つ
い
て
、

土

戦
間
周
好
勝
，
封
庶
朝
的
按
興
仇
脊
予
比
較
柴
観
的
希
政
相
。
・
:
髄
現
謡

(

4

A

)

 

歌
統
:
期
待
中
興
的
愛
関
精
…
糾
，
・
:
」
と
、
安
史
の
乱
の
戦
局
が

や
や
好
転
し
、
七
一
朝
の
再
興
に
比
較
的
楽
観
的
な
肴
望
を
抱
き
、

中
興
の
へ
の
期
待
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い

るの
上一兆

ぴ〉

dっ

た

例
河え

関
よ
り

こ
勝
へ

中
興
を
称
美
す
る
よ
う

い
と
あ
り
、

で
あ
る
と
見
て
い

っ
た
こ
と
は
碓
か
で
あ
る
。

年

六

)

な
い
だ
ろ
う
。

揚
承
視
氏
は
、
宋
代
以
降
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
「
盛
徳
大
業
」
の

の

て

、

こ

の

煩

を

粛

京

批

判

の

作

で

あ

る

と

こ
と
の
意
味
を
問
う

A
Y
、
母

'
a

p

刀
i
j

や
は
り

却
曾
山
県
顔
員
卿

以
上
表
一
諮
安
的
方
式
表
逮
厳
正
的
抗
議
，
元

結
則
用
《
春
秋
日
書
法
作
ア
更
深
沈
的
機
段
。

と
、
粛
宗
の
即
位
で
は
な
く
、
上
島
一
一
を
西
台
に
移
し
た
と
い
う
そ
の

不
孝
を
顔
真
郷
と
同
様
に
機
刺
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
氏
は
、
こ

の
こ
と
を
以
て
後
に
顔
真
郷
が
「
大
庸
中
興
頒
」
を
揮
翠
し
た
こ
と

の
根
拠
と
す
る
。
そ
の
論
は
「
大
唐
中
興
煩
」
が
両
京
回
復
以
後
四

年
を
経
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
一
つ
の
解
釈
を
与
え
て
い
る
が
、
煩

が
骨
一
一
凶
か
れ
た
の
は
、
こ
の
事
件
か
ら
さ
ら
に
一
年
後
で
あ
っ
た
。
ま

た
泉
川
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
な
ぜ
そ
の
批
判
が
魯
史
の
筆
法
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
の
よ
り
直
裁
な
表
出
を
用
い
な
か
っ
た

の

の

残

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。
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の
西
内
移
居
は
、
上
一
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
、
…
本
紀
第
九
玄
宗
下
に
は
、

甘
蕗
殿
。
時
幡
宮
李
輔
国

陳
玄
礼
等
選
議
、

故
移
居
西
内
。

点
寸

。
故
に
居
を
関
内
に
移

陳
玄
礼
等
遷
諭
せ
ら
れ
、

移
り
て
館
内
の

-

0

 

、ずの)

ど
あ
り
、
本
紀
第
十
粛
京
に
は
、

り

践

を

西

内

に

隣

府

間
悦
州
に
配
流
せ
ら
れ
、
内
侍
王
求
患
播
州
に
流
さ
れ
、

観
悦
榛
州
に
流
さ
れ
、
在
竜
武
大
将
軍
際
立
礼
致
仕
す
。
)

と
あ
る
の
ま
た
、
こ
の
事
件
の
背
後
に
い
た
と
さ
れ

ア
」
十
点
、

σ〉

輪
出
常
陰
故
其

隙
市
間
之
。
上
元
元
年
、
上
皇
賞
田
登
長
慶
接
、
剣
南

奏
事
宮
過
朝
語
、
上
皇
令
公
主
及
如
仙
媛
作
主
人
。
輔
国
起
微
賎
、

貴
達
自
近
、
不
為
上
皇
左
右
所
礼
、
慮
恩
顧
或
表
、
乃
潜
蔚
奇
謀

以
自
廊
。
国
持
盈
待
客
、
乃
奏
一
声
、
南
内
有
具
謀
。
矯
認
移
上
皇

居
高
内
、
送
持
盈
於
玉
真
観
、
高
力
士
等
皆
坐
流
襲
。

(
上
皇
特
に
伶
宮
を
刀
ね
し
て
楽
を
奏
せ
し
め
、
持
盈
公
、
王
宮
中

に
詑
来
す
Q

輔
関
常
に
捨
か
に
其
の
隙
を
候
ひ
て
之
を
関
せ
し

め
ん
と
す
っ
上
一
月
元
年
、
上
皇
嘗
て
長
慶
撲
に
登
り
、
公
主
と

語
る
。
斜
南
の
奏
事
官
朝
謁
に
過
り
、
上
皇
公
、
主
及
び
如
仙
媛

を
し
て
主
人
と
作
さ
し
む
。
輔
間
微
賎
よ
り
恕
こ
り
、
貴
遠
の

日
近
く
、
上
皇
の
左
右
の
礼
す
る
所
と
為
ら
ず
、
思
一
瀬
或
は
表

ふ
る
を
躍
り
、
乃
ち
潜
か
に
お
別
謀
を
画
し
て
以
て
自
ら
関
く
す
。

持
説
客
を
待
す
る
に
悶
り
て
、
乃
ち
奏
し
て
一
五
へ
ら
く
、
帯
内

と
っ
矯
認
し
て
上
皇
を
移
し
て
西
内
に
唐
ら
し

し
て
流
窺
せ
ら

(4.2) 

める
う
)

0) 

の
患
顧
の

り
、
上
皇
を

人
物
を
退
け
た
と
い
う
こ
と
に
な

い
な
や
、
顔
真
榔
は
を
率
い
て
玄

て
蓬
州
一
長
史



て
い
る
の

李
輪
関
矯
詔
、

奏
舵
蓬
州
一
長
史
n

真
卿
乃
ち
首
と
し
て

し
て
起
艇
を
問
は
ん

、『
、四・

輔
国
之
を
惑
み
、

むの〉

そ
の
「
鮮
子
氏
離
堆
記
」
に
お
い
て
、

秋
八
月
哉
生
腕
、
猿
自
刑
部
侍
郎
、
以
一
一
一
一
問
事
件
皆
、
・
:

秋
八
月
哉
生
晩
、
狼
り
に
別
部
待
郎
よ
り
、
事
を
一
一
一
一
間

以
て
旨
に
件
ふ
も
、
:
ご
と
述
べ
、
山
川
部
侍
郎
の
立
場
か
ら

し
た
こ
と
が
左
遷
の
原
的
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
永
泰

年
(
七
六
六
)
、
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
を
訴
え
、
代
宗
に
奉
っ

た

疏

で

は

、

"ru 

一1F'F

由
同
期
難
之
初
、

立
可
能
致
。
問
料
李
締
罰
用
権
、

夜
一
一
一
一
問
。
大
関
三
司
、

党
現
合
集
、

儲
、
一
筋
動
部
反
。

太

系
市
一
段
H
H

牛
肉

可
丸
木
1
r
双

逆
賊
散
落
、
将
士
北

偽
将
更
祁
驚
恐
、
慰
問
崎
明
危

東
都
陥
没
。

_J
7 、

-

又
今
相
州
敗
散
、

し
其
の
従
り
て
来
る
所
の
者
は
、
漸
な
り
の

の
初
め

よ
り
し
て
、

し

の
理
、

べ
し
。
属
李
輪
開
権
を
用
ゐ
、
宰
相
政
を

開
始
患
し
、
品
開
へ
て
直
言
す
る
莫
し
。
大

い
に
三
一
時
を
開
く
も
、
…
民
側
に
安
ん
ぜ
ず
。
逆
賊
散
搭
し
、
将

士
北
査
し
、
党
項
合
集
し
、
土
賊
今
に
一
金
る
も
患
を
為
す
。
偽

将
吏
相
驚
恐
し
、
忠
明
の
危
憶
に
邸
り
て
、
扇
動
却
反
す
。
又

八
日
?
相
州
敗
散
し
、
東
都
陥
没
す
。
先
帝
此
に
臨
り
て
憂
勤
し
、

十
一
却
を
損
ふ
に
張
る
の
臣
ん
慨
に
之
を
思
ひ
、
痛
み
心
骨
に
切
す
。
〉

と
、
李
輔
閣
や
宰
相
が
権
柄
を
専
ら
に
し
た
た
め
、
政
治
が
そ
の
場

し
の
ぎ
の
も
の
と
な
り
、
誰
も
直
一
一
一
目
す
る
者
が
な
く
な
り
、
内
外
の

憂
患
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
震
い
、
粛
宗
は
こ
の
た
め
に
寿
を
損

な
う
こ
と
と
な
っ
た
と
指
摘
し
、
自
ら
は
痛
恨
の
樺
み
で
あ
っ
た
と

明
一
一
一
一
閃
し
て
い
る
。
上
患
の
起
印
刷
を
潤
う
こ
と
を
請
う
と
い
う
顔
真
卿

の
行
為
は
、
李
輔
関
ち
が
権
力
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
状
況
を

認
識
し
つ
つ
行
わ
れ
た
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
。
顔
真
卿
は
欝
宗
を
不
孝
た
ら
し
め
た
原
密
を
見
据
え
て
い

た
の
で
あ
る
令

当
時
、
李
輔
国
の
専
横
は
す
さ
ま
じ
く
、
上
一
冗
二
年
八
月
に
は

別
部
尚
書
を
拝
し
、
さ
ら
に
宰
相
の
位
を
葉
い
、
僕
射
の
裂
回
先
を
動

か
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
袈
提
は
、
「
初
無
比
事
。
五
口
管
可
載
、
宰

相
不
可
得
也
。
(
初
め
よ
れ
〆
北
の
事
無
し
。
五
回
が
管
は
裁
つ
べ
き
も
、

(43) 

ど
こ
ろ

を
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て
い
る
つ

る
と
い
う
状
態
で
あ
っ

制
勅
は
す
べ
て
彼
か
ら
出

るつ

。〉

っ
て
判
断

る
こ
i
f
ァ
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
っ
単
な

し
た
か
ら
で
あ
る

し 1l'lそ弗1]
て者れ
もれは
、な u寺
し1 代
でヤ

で

に

こ

の

時

い
時
に
制
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

の

で

し

か

な

く

、

の

立

場

と

は
て
お
り
、

に
対
す
る
批
判
の

の
本
質
を
見
て
い
な

、‘‘‘
p

t
h
v
 

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

同
復
後
の
政
治
状
況
に

二

、

創

「

ノ

，

、

、

、

ノ

パ，
E

寸

ぴ

同

ぴ

を
端
的
に

スユ

は

の
乱
が
記
こ
り
、

草子

る
ま
で
の
時
勢
立
つ
い
て
、
規
諌
の
論
、
が
展
開
さ
れ

て
い
る
つ
一
一
の
う
ち
、
上
縞
は
次
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。

時
之
議
者
或
相
関
日
、
在
年
逆
乱
之
兵
、
東
窮
江
海
、
南
極
撤

漢
、
駄
秦
案
、
北
尽
磁
都
。
今
越
街
之
襲
、
悉
為
盗
有
、
凶
勇

四
方
者
、
幾
万
。
如
屯
守
二
京
、
従
衛
魁
帥
者
不

。
当
時
人
心
、
巳
不
臨
失
。
天
子
殺

余
弱
、
懇
陵
強
冠
。
頓
輩
岐
陽
、
師

繋
鋭
、
復
南
京
、
逃
降
逆
類
、
悉
収

姦

逆

尚

余

。

精

多

亡

メ益、
勺

(44) 

不
求
任
使
。

門
円
兵
革
、
間
能
勝
敵
、
無

日
威
令
、
出
盗
賊
不
起
、
無
今
日

財
用
、
一
泊

ミ
い
い
じ

1
A
仏文
H
H
J

司
ム
時
立
主
務
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太
常
修
楽
、

仙
州
内
服
礼
物
、

V
1
司
1
1
A
F
1
U
H

、

ドし
P
F
F
r
u
r一利川川

盗
。ヲ

ひ
て
日
は
く
、

病
の
か
た
准
漢
を
梅
め
、
間
の

北
は
州
都
を
尽
く
す
。
今
越
衛
の
…
織
は

こ
ろ
と
為
り
、
出
現
の
徒
四
方
に
在
る

魁
帥
に
従
衛
す

べ
し
。

ぴ〉 。〉

句戸、、

ノ¥
，む

一いいに

顧
す
一
的
潟
西
に
及
ぶ
。
曾
ち
時
を
総
え
ず
、

を
擁
き
、
京
を
捜
し
、
逆
類
を
逃
降
せ
し
め
、
悉
く
将
甫
の

州
県
を
収
む
。
今
一
河
北
隣
除
、
姦
叫

精

く

亡

命

多

し

。

の

盗

賊

、

。〉

の
将
七
、
多
く
奔
敬

。〉

し

今
日
の
禁
制
無
く
し
て
亡
命
無
く
、

て
、
盗
賊
起
こ
ら
ず
、
今
日
の
射
用
無
く
し

も
今
日
の
封
賞
無
く
し
て
、
将
全
散
ぜ
ず
、

し
て
、
人
任
使
せ
ん
こ
と
を
思
ふ
は
、
何
ぞ

く
弱
を
以
て
強
を
制
す
る
も
、
強
を
以
て
弱

ら
ん
や
。
量
に
天
子
能
く
危
を
以
て
安
を
求

て
米
だ
安
ん
ぜ
、
さ
る
を
以
て
危
を
忘
れ
ん
や
、

13 ーてと

へ
て
日
は
く
、
比
れ
一
一
一
一
向
ひ
難
き
に

ナ
往
年
綾
嬬
凶
逝
の
為
γ
山
一
傷
汚
せ

上
皐
の
忽
ち
南
の
か
た
巴
萄
に
幸
す
る
を

の
多
く
抹
害
せ
ら
る
る
を
哀
傷
し
、
撃
的
別
の
動

慢
す
の
是
を
以
て
勤
労
し
て
辞
せ
ず
、
殺
し
く

士
卒
を
撫
し
、
人
に
権
位
を
与
へ
、
信
じ
て
疑
は
ず
、
忠
震
を

開
く
に
渇
し
、
過
て
ば
別
ち
改
む
る
を
喜
、
品
。
此
く
の
ご
と
き

は
、
能
く
弱
を
以
て
強
を
制
し
、
危
を
以
て
安
き
を
求
む
る
所

以
な
り
つ
今
天
子
重
一
城
深
宮
に
、
燕
私
し
て
居
り
、
夏
漉
清
農
、

機
織
し
て
朝
す
c

太
宮
味
を
呉
へ
、
川
た
り
て
食
ら
ひ
、

太
常
楽
を
惨
め
、
声
を
和
し
て
聴
く
。
の
機
務
は
、
ー
参
詳

(45) 
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し
て
進
め
、
万
姓
の
疾
苦
は
、
時
或
は
問
問
せ
ず
。
部
し
て
厩
に

良
馬
有
り
、
宮
に
美
女
有
り
。
輿
服
礼
物
は
、
自
月
以
て
備
は

り
、
休
符
佳
端
は
、
相
継
ぎ
て
有
り
。
朝
廷
は
感
徳
大
業
を
歌

鎖
し
、
四
方
は
尤
異
の
品
物
を
貢
賦
す
。
公
族
姻
戚
は
、
帝
恩

を
荷
ふ
を
喜
び
、
諮
箆
戯
官
は
、
天
顔
を
恰
愉
せ
し
む
つ
市
し

て
文
武
の
大
臣
よ
り
、
公
卿
庶
宮
に
歪
る
ま
で
、
皆
権
位
爵
賞
、

名
実
の
外
に
し
て
、
自
ら
巴
に
明
一
一
一
に
過
ぐ
。
此
れ
強
を
以
て
弱

を
制
す
る
能
は
ず
、
忍
び
て
未
だ
安
ん
ぜ
ざ
る
を
以
て
危
を
忘

る
る
所
以
な
り
の
若
し
天
子
能
く
今
日
の
安
き
を
視
る
こ
と
霊

武
の
危
き
が
ご
と
く
し
、
事
大
小
と
無
く
、
皆
霊
武
の
ご
と
く

せ
ば
、
何
の
{
法
務
の
強
弱
か
一
一
一
一
向
ふ
べ
け
ん
や
。
当
に
天
下
日
事

無
か
る
べ
し
、
と
。

こ
の
上
編
に
お
い
て
、
一
冗
結
は
、
安
史
の
乱
当
初
の
状
況
、
す
な

わ
ち
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
、
欝
宗
も
.
向
京
の
回
復
を
願
い
、
ひ
た

す
ら
善
政
に
努
め
た
こ
と
が
中
興
を
も
た
ら
し
た
所
以
で
あ
っ
た
と

述
べ
る
の
さ
ら
に
現
在
は
上
下
が
安
逸
に
流
れ
、
盛
徳
を
称
え
る

一
言
葉
ば
か
り
が
献
じ
ら
れ
、
賞
罰
も
山
惑
を
失
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
、

い
ま
だ
世
界
は
安
泰
で
は
な
い
の
に
、
危
機
を
忘
れ
て
い
る
と
す
る
。

か
つ
て
護
武
に
お
い
て
倦
む
こ
と
な
く
中
興
を
期
し
て
い
た
頃
を
思

い
起
こ
す
よ
う
訴
え
る
元
結
は
、
安
史
の
乱
の
中
で
麿
の
輿
復
に
君

臨
が
心
を
つ
に
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
両
京
の

回
復
に
日
出
家
再
興
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
、
上
元
二
年
の
時
代
状
況
及
び
こ
の
「
時
議
」
上
篤

と
「
大
藤
中
興
鎮
」
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
に
明
ら
か
な
対

応
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

上
述
の
よ
う
に
、
「
大
麿
中
興
頒
」
が
書
か
れ
た
上
元
二
年

(
七
六
一
)
八
月
は
、
上
皇
の
西
ム
ロ
移
居
か
ら
す
で
に
一
年
あ
ま
り

が
経
過
し
、
こ
の
間
の
官
官
李
輔
留
の
専
横
は
甚
だ
し
く
、
時
代
は

安
史
の
乱
前
の
李
林
甫
、
楊
国
忠
が
国
権
を
弄
ん
だ
頃
を
初
得
と
ぎ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
大
唐
中
興
煩
」
に
4

一一向う、「護婦

庄
姦
鱗
し
矯
を
為
し
妖
を
為
す
」
と
い
う
表
現
に
重
な
る
。
ま
た
、

粛
宗
が
両
京
を
回
復
し
た
と
い
う
「
大
唐
中
輿
煩
」
の
記
述
は
、
「
時

議
」
上
第
の
「
天
子
独
り
数
続
を
以
て
、
僅
か
に
霊
武
に
至
り
、
・

曾
て
時
を
総
え
ず
、
寛
に
竪
鋭
を
擢
き
、
両
京
を
復
し
、
逆
類
を

逃
降
せ
し
め
、
悉
く
湾
高
の
州
県
を
収
む
。
」
に
相
当
す
る
が
、
「
時

議
」
上
篇
で
は
続
け
て
粛
宗
が
宮
城
深
く
に
お
り
、
「
諮
臣
戯
官
」

に
溜
ま
れ
て
君
疫
が
安
逸
に
流
れ
て
い
る
現
状
が
述
べ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
阿
茶
回
復
後
の
賀
郡
が
宜
し
き
を
得
て
い
た
と
す
る
「
大
藤

中
興
頒
」
の
部
分
一
は
、
「
文
武
の
大
臣
よ
り
、
公
卿
庶
宮
に
護
る
ま
で
、

権
位
爵
賞
、
名
実
の
外
に
し
て
、
自
ら
巳
に
望
に
過
ぐ
。
」
と
い

当
を
失
し
た
優
賞
の
現
状
と
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
対
比
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
大
藤
中
興
頒
」
が
「
時
議
」

(46) 



い
う
ぷ
悦
徳
大
業
を
歌
螺
」
す
る
、
時
代
に
迎
合
し
た
皮
相

と
間
一
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
中

興
を
称
美
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
と
対
設
さ
れ
る
現
実
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
、
李
輔
閣
の
ご
と
き
好
慌
を
徐
き
、
間
京
間
複
の
時
を
想

起
し
、
賞
罰
が
当
を
得
る
よ
う
に
訴
え
る
規
諌
の
作
で
あ
る
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
元
結
に
お
い
て
、
煩
と
い
う
様
式
、
煩
す
る
と
い

は
こ
う
し
た
表
出
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

四

螺
は
、
本
来
は
神
明
に
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
風
刺
の
意
は
含
ま

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
風
刺
の
意
を
寓
す
る
作
品
、
も
著

さ
れ
て
お
り
、
煩
と
い
う
文
体
を
根
拠
と
し
て
一
概
に
瓢
諌
の
意
が

込
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
元
結
に
お
い
て
頒

と
い
う
文
体
、
煩
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。

彼
に
「
虎
蛇
煩
」
と
題
す
る
煩
が
あ
る
。

虎

館

虎

煩

務

主

虎

荷

主

虎

将

何

与

方

将

た

何

れ

か

与

に

方

べ

ん

の
太
主
に
方
べ
ん

今
に
方
ベ
ざ
る
に
は
非
ず

今
や
恵
議

王
虎
の
心
に
如
か
ざ
れ
ば
な
り

蛇
頒

奇

勾

吃

xパ
4

4

2

J

J

時
t
p

将
た
何
れ
か
与
に
傍
た
ら
ん

古
の
延
州
に
傍
た
り

時
に
静
と
せ
ざ
る
に
非
ず

時

砲

傾

譲

時

や

眠

譲

不

如

均

蛇

之

為

均

蛇

の

為

に

如

か

ざ

れ

ば

な

り

一
応
結
は
、
天
堂
一
一
族
を
率
い
て
務
好
調
に
難
を
避
け

て
い
る
。
こ
の
煩
そ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
に

「
務
汗
子
逃
乱
在
議
。
南
人
一
広
、
務
時
禍
中
是
王
虎
之
官
、
中
砲
之
絵
、

是
均
蛇
之
林
。
居
之
三
月
、
始
知
王
虎
如
古
君
子
、
始
知
均
蛇
如
古

賢
士
。
然
哉
、
精
好
子
奪
控
ハ
宮
、
王
虎
去
市
不
岳
、
猪
好
子
侵
主
ハ
林
、

均
蛇
去
十
間
不
一
帰
。
惜
膜
恵
譲
、
可
作
煩
突
。

(
猪
好
子
乱
を
逃
れ
て
砲
に
在
り
。
南
人
去
へ
ら
く
、
務
汗
網
中
は

是
れ
王
虎
の
宮
に
し
て
、
中
砲
の
陰
は
、
走
れ
均
蛇
の
林
な
り
、
と
。

之
に
居
る
こ
と
三
月
、
始
め
て
王
虎
は
吉
の
君
子
の
ご
と
き
を
知
り
、

始
め
て
均
蛇
は
古
の
賢
土
の
ご
と
き
を
知
る
。
然
ら
ん
か
な
、
精

冴
子
其
の
宮
を
奪
ひ
、
五
虎
は
去
り
て
自
ら
、
ず
、
務
好
子
其
の
林
を
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侵
し
、
均
蛇
去
り
て
帰
ら
ず
っ
借
し
限
恵
譲
な
ら
ば
、
煩
を
作
す
べ

し
の
ご
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
こ
の
洞
は
王
虎
と
均
蛇
の
住
む
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
元
結
が
摘
に
入
り
込
ん
で
一
一
一
か
月
、
王
虎

も
均
蛇
も
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
ら
が
そ
の
世
界

に
入
り
込
ん
だ
た
め
彼
ら
は
姿
を
憶
し
た
と
考
え
、
支
虎
と
均
蛇
に

当
代
の
人
々
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
「
階
、
議
」
、
「
窓
穣
」
と
い
っ
た
価

舗
を
賦
与
し
、
こ
の
一
頒
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
の
鎮
で
は
、
王
虎
は
、

十
日
の
太
王
(
古
公
驚
父
)
の
よ
う
で
あ
る
と
言
い
、
均
蛇
は
古
の
延

州
(
季
札
〉
の
と
も
が
ら
で
あ
る
と
称
え
ら
れ
て
い
る
φ

古
公
啓
一
父
は
、
何
奴
や
戎
秋
が
侵
入
し
て
財
物
を
望
ん
だ
持
、
そ

れ
を
与
え
、
地
と
民
を
梁
む
と
、
一
族
の
者
を
引
き
連
れ
簡
の
地
を

去
り
、
岐
山
の
ふ
も
と
に
移
っ
た
主
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
一
ハ
王
寿
夢
の

第
四
千
で
あ
っ
た
延
陵
の
季
札
は
、
位
を
一
様
ら
れ
よ
う
と
し
た
が
、

最
後
ま
で
間
辞
し
た
人
物
で
あ
る
つ
元
結
は
、
王
虎
と
均
蛇
に
心
動

か
さ
れ
、
十
日
の
古
公
恵
父
や
季
札
に
比
肩
す
る
「
恵
譲
い
や
「
照
議
」

と
い
っ
た
儲
値
を
賦
与
し
、
称
美
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
頒
に
お
い
て
は
、
問
時
に
「
今
也
恵
譲
、
一
小
如
王
虎

之
心
」
「
時
也
蝦
議
、
不
如
均
蛇
之
為
」
と
い
う
匂
が
示
す
よ
う
に
、

「
問
州
議
」
「
窓
譲
」
を
犬
い
、
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
混
乱
を
梅
め
る
現

実
が
対
置
さ
れ
て
お
り
、
読
者
は
こ
の
煩
を
過
し
て
そ
の
現
実
を
認

識
せ
、
さ
る
を
得
な
い
。
対
象
を
称
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
現

実
を
際
だ
た
せ
た
「
虎
蛇
頒
」
は
、
こ
こ
に
調
論
の
作
と
し
て
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
表
現
の
形
は
、
例
え
ば
「
一
冗
魯
県
墓
表
」
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
「
一
冗
魯
県
嘉
一
表
」
は
、
完
結
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
族
兄
元
徳
秀
の
纂
表
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、

鳴
呼
、
元
大
夫
生
六
十
余
年
市
卒
。
未
嘗
識
婦
人
前
視
錦
繍
。

不
煩
之
、
何
以
戒
荒
淫
移
牒
之
徒
也
哉
。
来
嘗
求
足
市
言
科
、
荷

辞
部
使
色
。
不
鎖
之
、
何
以
戒
合
同
狼
保
婦
之
徒
也
哉
。
来
蛍
国
主
十

畝
之
地
、
十
尺
之
舎
、
十
歳
之
章
。
不
煩
之
、
何
以
戒
占
間
千
夫
、

宇
千
柱
、
家
意
百
指
之
徒
也
哉
。
来
嘗
由
也
布
南
町
衣
、
具
五
味

食
。
不
螺
之
、
何
以
戒
締
飢
梁
肉
之
徒
世
哉
。

(
鳴
呼
、
元
大
夫
は
生
ま
れ
て
六
十
余
年
に
し
て
卒
す
。
未
だ

嘗
て
婦
人
を
織
り
て
錦
織
を
視
、
ず
。
之
を
強
せ
ず
ん
ば
、
何
を

以
て
荒
淫
修
瀦
の
徒
を
戒
め
ん
や
。
ム
未
だ
嘗
て
足
る
を
求
め
て

利
を
一
一
一
一
同
ひ
、
蹄
崎
市
ゲ
一
初
に
し
て
色
を
使
に
せ
ず
。
之
を
頒
せ
ず
ん

ば
、
何
を
以
て
金
猿
俸
制
附
の
徒
を
戒
め
ん
や
。
来
、
だ
嘗
て
十
畝

の
地
、
十
尺
の
ふ
官
、
十
歳
の
輩
に
主
た
ら
ず
。
之
を
頒
せ
ず
ん

ば
、
何
を
以
て
い

mm千
犬
、
窓
宇
千
柱
、
家
章
一
百
指
の
徒
を
戒

め
ん
や
っ
来
、
だ
嘗
て
布
指
を
息
し
て
衣
、
五
味
を
具
へ
て
食
は

ず
っ
之
を
鎮
せ
ず
ん
ば
、
仰
を
以
て
締
紘
梁
肉
の
徒
を
戒
め
ん

や
り
)
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と
い
う
表
現
、
が
兇
ら
れ
る
。
生
独
身
で
過
ご
し
、
華
美
を
求
め

ず
、
日
が
利
を
は
か
る
こ
と
な
く
、
間
訣
追
従
せ
ず
、
富
貴
を
瀬
わ

ず
、
様
貧
の
う
ち
に
自
適
の
自
々
を
送
っ
た
元
徳
秀
を
称
美
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
に
対
比
さ
れ
る
人
々
、
世
俗
を
戒
め
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
鎖
す
る
と
い
う
こ
と
が
問
時
に
世
俗
に
対
す
る
焼
訴
と

も

な

る

の

こ

れ

が

る

頒

と

い

の

意

味

で

あ

っ

た

。

お
わ
り
に

「
大
府
中
興
一
燐
」
の
根
庶
に
、
称
美
す
る
対
象
へ
の
感
動
が
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
間
京
の
間
後
と
い
う
大
業
と
そ
れ
を
成
し
得

た
粛
宗
の
盛
徳
は
称
美
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元

結
に
と
っ
て
、
煩
は
、
対
象
を
頒
し
つ
つ
、
一
方
で
は
対
極
に
あ
る

現
実
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
規
諌
の
意
を
寓
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
様
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
「
虎
蛇
煩
」
に
お
い

て
は
「
思
議
」
や
「
蝦
譲
」
を
失
っ
た
現
実
が
、
「
大
唐
中
興
煩
」

に
お
い
て
は
中
興
の
時
と
は
全
く
逆
の
現
実
が
、
そ
れ
ぞ
れ
浮
か
び

あ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
大
路
間
中
興
頒
」
は
、
単
に
粛
宗
の
不
孝
を
指
弾
す
る
た
め
や
、

中
興
一
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
と
い
っ
た
目
的
の
た
め
に
制
咋
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
両
京
の
間
関
復
と
い
う
大
業
と
そ
れ
を
成
し
得
た
粛
宗

の
感
徳
に
感
動
し
、
そ
れ
を
称
え
る
と
と
も
に
、
李
国
輔
の
ご
と
き

好
誌
を
徐
き
、
賞
訴
を
正
し
、
粛
宗
に
中
興
の
時
の
心
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
意
限
を
含
ん
で
普
か
れ
た
規
諌
の
作
と
し
て
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
こ
の
煩
を
揮
悲
し
た
顔
真
郷
の
患
い
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
大
成
府
中
興
煩
」
は
、
来
九
句
を
加
え
ら
れ
、
後
に
潜
渓
の
摩
巌

に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
の
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

論
じ
た
い
。
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